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各学年の内容 Ａ 体つくりの運動系 ※表にしたため記号の段落等は省略 （１）、ア、○、・の順となる。

１．２年 ３．４年 ５．６年

低学年の体つくりの運動遊びは，｢体ほぐしの 中学年の体つくり運動は，｢体ほぐしの運動｣及び｢多様な動きをつく 高学年の体つくり運動は，｢体ほぐしの運動｣及び｢体の動きを

運動遊び｣及び｢多様な動きをつくる運動遊び｣で る運動｣で構成され，体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに， 高める運動｣で構成され，運動の楽しさや喜びを味わうととも

構成され，体を動かす楽しさや心地よさを味わ 学年で学習した様々な基本的な体の動きに加えて，更に多様な動き に，中学年までに身に付けた体の基本的な動きを基に，体の様

うとともに，伸び伸びと体を動かしながら，様 身に付けたり，動きの質を高めたりする運動である。 々な動きを高めるための運動である。

々な基本的な体の動きを身に付けることを主な 中学年では，低学年での体つくりの運動遊びの学習を踏まえ，手軽な 高学年では，手軽な運動を行うことを通して自己や仲間の心

ねらいとする運動である。 運動を行うことを通して自己の心と体の状態に気付いたり，みんなで と体との関係に気付いたり，仲間と関わり合ったりするととも

低学年では，体ほぐしの運動遊びや多様な動 関わり合ったりするとともに，多様な動きをつくる運動の行い方を知 に，低学年・中学年での多様な動きをつくる運動（遊び）を踏

をつくる運動遊びの行い方を知り，自己の心と ，体のバランス，体の移動，用具の操作，力試しの様々な動き及び まえ，体の動きを高める運動の行い方を理解し，体の柔らかさ

体の状態に気付いたり，みんなで関わり合った れらを組み合わせた動きを身に付け，様々な基本的な体の動きの幅 巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めて中学校

りするとともに，様々な基本的な体の動きを楽 更に広げていくとともに，動きの質を高め，高学年の体つくり運動 での体つくり運動の学習につなげていくことが求められる。

しく経験することにより，動きの幅を広げ，中 学習につなげることが求められる。 また，児童が運動の必要性や行い方を理解し，自己の心と体

学年の体つくり運動の学習につなげていくこと また，運動を楽しく行うために，友達の動きを見たり，話し合ったり の状態を捉え，仲間と話し合いながら課題を明確にし，その解

が求められる。 運動遊びの楽しさに触れ， しながら自己の課題を見付け，その解決のための活動を工夫し，それ 決の仕方を工夫し合うとともに，考えたことを仲間に伝え，約

果的に体力の向上を図るとともに，この時期に 友達に伝えるとともに，体つくり運動に進んで取り組み，きまりを 束を守り協力し合って運動をし，仲間の考えや取組を認め，場

基本的な体の動きを幅広く培っておくことが重 り誰とでも仲よく運動をし，友達の考えを認め，場や用具の安全に や用具の安全に気を配って運動をすることができるようにする

要であり，他の領域において扱いにくい様々な を付けることなどをできるようにすることが大切である。 ことが大切である。

動きを取り上げるものとする。 なお，固定施設を使った運動は，低学年では｢器械・器具を使っての 体の動きを高めることによって直接的に体力の向上をねらい

また，友達と話し合いながら簡単な行い方を工 運動遊び｣の内容として示しているが，体の基本的な動きを培う運動と とするが，児童が必要感のないまま運動を繰り返す活動になら

夫し，考えた運動遊びを友達に伝えるとともに しても適していることから，中学年においては｢多様な動きをつくる ないよう留意し，自己の課題をもち楽しく運動を行いながら体

運体つくりの運動遊びに進んで取り組み，きま 動｣の例として示している。 の動きを高めるとともに，学んだことを生かして授業以外でも

を守り誰とでも仲よく運動したり，場の安全に 取り組むことができるようにすることが重要である。

気を付けたりすることなどをできるようにする

ことが大切である。

なお，体ほぐしの運動遊びと多様な動きをつく

る運動遊びにおいて，取り上げる運動遊びが似

通ってくることも考えられるため，各々のねら

いを明確にして運動遊びの行い方を意図的に取

り扱うことが必要である。

体つくりの運動遊びについて，次の事項を身 体つくり運動について，次の事項を身に付けることができ 体つくり運動について，次の事項を身に付けることができる

に付けることができるよう指導 する。 るよう指導する。 よう指導する。

(1）(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方 (1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，体 (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解する
知 を知るとともに，体を動かす心地よさを味わっ を動かす心地よさを味わったり，基本的な動きを身に付けたりするこ とともに，体を動かす心地よさを味わったり，体の動きを高め

識 たり，基本的な動きを身に付けたりすること。 と。 たりすること。

及 ア 体ほぐしの運動遊びでは，手軽な運動遊びを ア 体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と体の変化に気付いた ア 体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と体との関係

び 行い，心と体の変化に気付いたり，みんなで関 り，みんなで関わり合ったりすること。 に気付いたり，仲間と関わり合ったりすること。

運 わり合ったりすること。 イ 多様な動きをつくる運動では，体のバランスをとる動き，体を移動 イ 体の動きを高める運動では，ねらいに応じて，体の柔らか

動 イ 多様な動きをつくる運動遊びでは，体のバラ する動き，用具を操作する動き，力試しの動きをし，それらを組み合 さ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めるた
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ンスをとる動き，体を移動する動き，用具を操 わせること。 めの運動をすること。

作する動き，力試しの動きをすること。

ア 体ほぐしの運動遊び ア 体ほぐしの運動 ア 体ほぐしの運動

体ほぐしの運動遊びでは，その行い方を知る 体ほぐしの運動では，その行い方を知るとともに，手軽な運動を行 体ほぐしの運動では，その行い方を理解するとともに，手軽

とともに，手軽な運動遊びを行い，体を動かす い，体を動かす楽しさや心地よさを味わうことを通して，自己や友達 な運動を行い，体を動かす楽しさや心地よさを味わうことを通

楽しさや心地よさを味わうことを通して，自己 の心と体の状態に気付いたり，みんなで豊かに関わり合ったりするこ して，自己や仲間の心と体の状態に気付いたり，仲間と豊かに

の心と体の変化に気付いたり，みんなで関わり と。 関わり合ったりすること。

合ったりすること。心と体の変化に気付くとは， 心と体の変化に気付くとは，体を動かすと心も弾み，体の動きが軽快 心と体との関係に気付くとは，運動すると心が軽くなったり，

体を動かすと気持ちがよいことや，力一杯動く になることや，体の力を抜くと気持ちがよいこと，汗をかいた後は気 体の力を抜くとリラックスできたり，体の動かし方によって気

と汗が出たり心臓の鼓動が激しくなったりする 分もすっきりするなど，運動により心や体が変化することに気付くこ 持ちも異なることなど，心と体が関係し合っていることに気付

ことなどに気付くことである。 とである。 くことである。

みんなで関わり合うとは，人それぞれに違いが みんなで関わり合うとは，運動を通して自他の心と体に違いがあるこ 仲間と関わり合うとは，運動を通して自他の心と体に違いが

あることを知り，誰とでも仲よく協力したり助 とを知り，誰とでも仲よく協力したり助け合ったりして様々な運動を あることを理解し，仲間のよさを認め合うとともに，仲間の心

け合ったりして運動遊びを行い，友達と一緒に すると楽しさが増すことや，友達とともに体を動かすと心のつながり と体の状態に配慮しながら豊かに関わり合う楽しさや大切さを

体を動かすと楽しさが増すことや，つながりを を感じ，体を動かすことへの不安が解消されることなどを体験するこ 体験することである。

体験することである。 とである。 ［行い方の例］

［行い方の例］ ［行い方の例］ ○ 伸び伸びとした動作で全身を動かしたり，ボール，なわ，

○ 伸び伸びとした動作で新聞紙やテープ，ボー ○ 伸び伸びとした動作でボール，なわ，体操棒，フープといった用具 体操棒，フープなどの用具を用いた運動を行ったりすること。

ル，なわ，体操棒，フープといった操作しやす などを用いた運動を行うこと。 ○ リズムに乗って，心が弾むような動作での運動を行うこと。

い用具などを使った運動遊びを行うこと。 ○ リズムに乗って，心が弾むような動作で運動を行うこと。 ○ ペアになって背中合わせに座り，互いの心や体の状態に気

○ リズムに乗って，心が弾むような動作で運動 ○ 動作や人数 付き合いながら体を前後左右に揺らすなどの運動を行うこと。

遊びを行うこと。 ○ 伝承遊びや集団による運動を行うこと。 ○ 動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走ったりする運

○ 動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 動を行うこと。

ったりする運動遊びを行うこと。 ・ 伸び伸びとした動作で運動をすることが苦手な児童には，低学年の ○ グループや学級の仲間と力を合わせて挑戦する運動を行う

○ 伝承遊びや集団による運動遊びを行うこと。 体ほぐしの運動遊びで行った運動を繰り返し，なじみの深い簡単な運 こと。

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 動を行ってみるなどの配慮をする。 ○ 伝承遊びや集団による運動を行うこと。

・ 心や体の変化に気付くことが苦手な児童に ・ 心や体の変化に気付くことが苦手な児童には，気持ちや体の変化を ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

は，表情を表す絵や感情を表すカードを示し， 表す言葉を示したり，問いかけたりし，自己の心や体の変化に合った ・ 心や体の変化に気付くことが苦手な児童には，二人組で気

自己の心や体の変化がイメージできるようにす 言葉がイメージできるようにするなどの配慮をする。 持ちや体の変化を話し合う場面をつくったり，運動を通して感

るなどの配慮をする。 ・ 友達と関わり合いながら運動することが苦手な児童には，ペアやグ じたことを確かめるような言葉をかけたりするなどの配慮をす

・ 友達と楽しく運動することが苦手な児童に ループの組み方を考慮し，安心して活動に取り組めるようにするなど る。

は，友達とハイタッチや拍手で喜びを共有する の配慮をする。 ・ 仲間と関わり合いながら運動することが苦手な児童には，

など，共に運動遊びをする楽しい雰囲気を実感 などの条件を変えて，歩いたり走ったりする運動を行うこと。 協力や助け合いが必要になる運動を仕組み，仲間と共に運動す

することができるようにするなどの配慮をする。 ることのよさが実感できるよう言葉がけをするなどの配慮をす

イ 多様な動きをつくる運動 る。

イ 多様な動きをつくる運動遊び 多様な動きをつくる運動では，その行い方を知るとともに，体のバ

多様な動きをつくる運動遊びでは，その行い ランスをとったり，移動をしたり，用具を操作したり，力試しをした イ 体の動きを高める運動

方を知るとともに，体のバランスをとったり， りするとともに，それらを組み合わせる運動をすること。 多様な動き 体の動きを高める運動では，体力の必要性や体の動きを高め

体を移動したり，用具を操作したり，力試しを をつくる運動は，次の運動で構成される。 るための運動の行い方を理解するとともに，自己の課題を踏ま

したりすること。 多様な動きをつくる運動遊び (ｱ) 体のバランスをとる運動 え，直接的に体力の向上をねらいとして，体の柔らかさ，巧み

は，次の内容で構成される。 (ｲ) 体を移動する運動 な動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めるための運動
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(ｱ) 体のバランスをとる運動遊び (ｳ) 用具を操作する運動 を行うこと。 体の動きを高める運動は，次の内容で構成され

(ｲ) 体を移動する運動遊び (ｴ) 力試しの運動 る。

(ｳ) 用具を操作する運動遊び (ｵ) 基本的な動きを組み合わせる運動 (ｱ) 体の柔らかさを高めるための運動

(ｴ) 力試しの運動遊び (ｲ) 巧みな動きを高めるための運動

(ｱ) 体のバランスをとる運動 (ｳ) 力強い動きを高めるため運動

(ｱ) 体のバランスをとる運動遊び 姿勢や方向，人数を変えて，回る，寝ころぶ，起きる，座る，立つ， (ｴ) 動きを持続する能力を高めるための運動

姿勢や方向，人数を変えて，回る，寝ころぶ， 渡るなどの動きやバランスを保つ動きで構成される運動を通して，体 特に，児童の発達の段階を考慮し，体の柔らかさ及び巧みな

起きる，座る，立つなどの動きやバランスを保 のバランスをとる動きを身に付けることができるようにする。 動きを高めるための運動に重点を置いて指導する。

つ動きで構成される運動遊びを通して，体のバ ［例示］

ランスをとる動きを身に付けることができるよ ○ 回るなどの動きで構成される運動 (ｱ) 体の柔らかさを高めるための運動

うにする。 ・ 片足を軸にして，回りながら移動すること。 ｢体の柔らかさを高めるための運動｣とは，体の各部位の可動

［例示］ ・ 両足でジャンプして 1/2 回転，3/4 回転,１回転やそれ以上の回転を 範囲を広げる体の動きを高めることをねらいとして行う運動で

○ 回るなどの動きで構成される運動遊び すること。 ある。

・ 片足を軸にして，右回り・左回りに回転した ○ 寝ころぶ，起きるなどの動きで構成される運動 ［例示］

り，跳び上がって回ったりすること。 ・ 友達と手をつなぎながら，寝転んだり，転がったり，起きたりする ○ 徒手での運動

・ 立った姿勢からリズムよく跳びながら，右回 こと。 ・ 体の各部位を大きく広げたり曲げたりする姿勢を維持する

り・左回りに 1/2 回転，3/4 回転，1回転などを ○ 座る，立つなどの動きで構成される運動 こと。

すること。 ・ 友達と手をつないだり，背中合わせになったりしながら，片足で立 ・ 全身や各部位を振ったり，回したり，ねじったりすること。

○ 寝ころぶ，起きるなどの動きで構成される運 ったり座ったりすること。 ・ 向かい合って手をつなぎ，手を離さないで背中合わせにな

動遊び ○ 渡るなどの動きで構成される運動 ったり，足裏を合わせて座り，交互に引っ張り合って上体を前

・足の裏を合わせて座り，両手で足先を持ち， ・ 平均台など，少し高さのある器具の上を動物歩きや横歩きなどで渡 屈したり，背中を押してもらい前屈をしたりすること。 ○ 用

転がって起きること。 ること。 具などを使った運動

○ 座る，立つなどの動きで構成される運動遊び ○ 体のバランスを保つ動きで構成される運動 ・ ゴムひもを張りめぐらせてつくった空間や，棒の下や輪の

・友達と肩を組んだり背中を合わせたりして， ・ ケンケンしながら相手のバランスを崩したり，バランスを崩されな 中をくぐり抜けること。

立ったり座ったりすること。 いようにしたりすること。 ・ 長座の姿勢で上体を曲げ，体の周りでボールを転がすこと。

○ 体のバランスを保つ動きで構成される運動遊 ・ グループで円陣になり，バランスを崩し合うゲームを行い，友達の ・ 短なわを短く折り曲げて両手で持ち，足の下・背中・頭上

び バランスを崩しながら両足で踏ん張ってバランスを保持すること。 ・腹部を通過させること。

・片足でバランスを保ちながら静止すること。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

・しゃがんだ姿勢で互いに手を合わせ，相手の ・ 片足を軸にして回りながら移動する動きが苦手な児童には，片足で ・ 体の各部位を伸ばしたり曲げたり，その姿勢を維持したり

バランスを崩したり，相手にバランスを崩され 回ることを連続して行ったり，ケンケンパで半回転をしたりするなど することが苦手な児童には，息を吐きながら脱力をし，ゆっく

ないようにしたりすること。 の配慮をする。 り体を伸展できるよう言葉をかけるなどの配慮をする。

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ 渡るなどの動きが苦手な児童には，平面に描いた細い通路や，新聞 ・ 一定の空間をくぐり抜けたり，前屈して用具を操作したり

・ 回るなどの動きでバランスをとることが苦手 紙や段ボールなどで作った用具を使って，広さや高さを易しくした場 することが苦手な児童には，空間を広げたり，十分な前屈がで

な児童には，できそうなところに目印を置いて づくりをするなどの配慮をする。 きなくても操作しやすい用具を使ったりするなどの配慮をす

回ったり，軸になる足の位置に輪を置いたりす ・ バランスを保つ動きが苦手な児童には，一定の距離をケンケンで進 る。

るなど，回りやすくする場をつくるなどの配慮 んだり，バランスをとりながら単独で立ったりするなど，易しい動き

をする。 を示すなどの配慮をする。 (ｲ) 巧みな動きを高めるための運動

・ 足の裏を合わせて座った姿勢のまま転がって ｢巧みな動きを高めるための運動｣とは，人や物の動き，また

起きることが苦手な児童には，補助を受けなが (ｲ) 体を移動する運動 は場所の広さや形状などの環境の変化に対応して，タイミング

ら，体の重心をゆっくり移動する動きを身に付 姿勢，速さ，リズム，方向などを変えて，這う，歩く，走る，跳ぶ， やバランスよく動いたり，リズ ミカルに動いたり，力の入れ

けるようにするなどの配慮をする。 はねる，登る，下りるなどの動きで構成される運動や，一定の速さで 方を加減したりする体の動きを高めることをねらいとして行う

・ 二人組になって同時に座る，立つなどの動き のかけ足などの運動を通して，体を移動する動きを身に付けることが 運動である。
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が苦手な児童には，補助を受けながら単独での できるようにする。 ［例示］

動きを試みるなどの配慮をする。 ［例示］ ○ 人や物の動き，場の状況に対応した運動

・ 体のバランスを保つ動きが苦手な児童には， ○ 這う，歩く，走るなどの動きで構成される運動 ・ 馬跳びで跳んだり，馬の下をくぐったりすること。

個別に行い方を説明したり，友達の行い方を見 ・物や用具の間を速さ，方向を変えて這ったり，歩いたり，走ったり ・ 長座姿勢で座り，足を開いたり閉じたりする相手の動きに

ながら真似をしたりするなどの配慮をする。 すること。 応じ，開脚・閉脚を繰り返しながら跳ぶこと。

○ 跳ぶ，はねるなどの動きで構成される運動 ・ グループで一列に並んだり，円陣や二列縦隊で手をつない

(ｲ) 体を移動する運動遊び ・ 両足で跳び，手足の動作を伴って全身じゃんけんをすること。 だりして，呼吸を合わせて一斉に前後左右に跳んだり，音楽に

姿勢，速さ，リズム，方向などを変えて，這う， ・ 速さやリズムの変化を付けたスキップやギャロップをしてはねるこ 合わせてリズムを変えながら跳んだりすること。

歩く，走る，跳ぶ，はねるなどの動きで構成さ と。 ・ 用具などを等間隔に並べた走路や，ゴムひもなどでつくっ

れる運動遊びや一定の速さでのかけ足などの運 ・ 踏み切り方や着地の仕方を変えて，いろいろな跳び方すること。 た｢くもの巣｣，跳び箱や平均台などの器具で作った段差のある

動遊びを通して，様々な行い方で体を移動する ○ 登る，下りるなどの動きで構成される運動 走路などをリズミカルに走ったり跳んだりすること。

動きを身に付けることができるようにする。 ・ ジャングルジムや肋木，登り棒などに登ったり，下りたりすること。・ マーカーをタッチしながら，素早く往復走をすること。

［例示］ ○ 一定の速さでのかけ足 ○ 用具などを使った運動

○ 這う，歩く，走るなどの動きで構成される運 ・ 無理のない速さでかけ足を３～４分程度続けること。 ・ 短なわや長なわを使って回旋の仕方や跳ぶリズム，人数な

動遊び ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 どを変えていろいろな跳び方をしたり，なわ跳びをしながらボ

・ 大きな円を右回りや左回りに這ったり，歩い ・ 這う，歩く，走るなどの動きが苦手な児童には，広い場所で前や後 ールを操作したりすること。

たり，走ったりすること。 ろに移動したり，物や用具の間をゆっくりと移動したりするなど易し ・ 投げ上げたボールを姿勢や位置を変えて捕球すること。 ・

・ 横や後ろ，斜めに走ったり，曲線やジグザグ，い条件で行うことができるようにするなどの配慮をする。 用具をコントロールしながら投げる，捕る，回す，転がすな

クランクなどの形態の異なる走路や細い走路を ・ いろいろな跳び方やはねる動きが苦手な児童には，できる動きやで どの操作をすること。

走ったりすること。 ○ 跳ぶ，はねるなどの動 きそうなことを繰り返し行いながら，できる動きを徐々に増やせるよ ・ フープを転がし，回転しているフープの中をくぐり抜けた

きで構成される運動遊び うにするなどの配慮をする。 り，跳び越したりすること。

・ 両足や片足でいろいろな跳び方で跳んだり， ・ 登る，下りるなどの動きが苦手な児童には，肋木や登り棒等に目印 ・ 跳び箱，平均台，輪などの器具やゴムひもなどの用具を使

空中で向きを変えて足から 着地したりするこ を付け，段階的に挑戦していくことができるようにしたり，肋木や登 って設定した変化のあるコースで，物を持ったり姿勢や速さを

と。 り棒の足元にマットを敷くなどにより，下りやすい場づくりをしたり 変えたりして移動すること。

・ 両足または片足で，リズムや方向，高さを変 するなどの配慮をする。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

えてはねること。 ・ 一定の速さで続けて走ることが苦手な児童には，リズムよくしっか ・ 人や物の動きに対応して動くことが苦手な児童には，動き

○ 一定の速さでのかけ足 りと息を吐きながら，続けることができる速さで行うことを個別に助 をリードする児童が動作に合わせ言葉をかけたり，ゆっくり動

・ 無理のない速さでかけ足を２～３分程度続け 言をするなどの配慮をする。 作をしたりするなどの配慮をする。

ること。 ・ 用具を操作する運動が苦手な児童には，器具・用具や行い

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 (ｳ) 用具を操作する運動 方を変えながら繰り返し行い，易しい動きから徐々に動きが高

・ 様々な行い方で這ったり，歩いたり，走った 用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，転がす，くぐる，運ぶ，投げる， まっていくようにするなどの配慮をする。

りすることが苦手な児童には，友達の行い方の 捕る，跳ぶ，用具に乗る，跳び越すなどの動きで構成される運動を通 ・ 用具を操作することが得意な児童が，苦手な児童に補助を

真似をしたり，友達の後について行ったりする して，巧みに用具を操作する動きを身に付けることができるようにす しやすいよう，ペアやグループの編成の仕方を工夫するなどの

など，体の動かし方が分かるようにするなどの る。 配慮をする。

配慮をする。 ［例示］

・ 跳ぶ，はねるなどの動きが苦手な児童には， ○ 用具をつかむ，持つ，降ろす，回すなどの動きで構成される運動 (ｳ) 力強い動きを高めるための運動

跳ぶ方向が分かるよう矢印を置いたり，はねた ・ 大きさや重さの異なるボールやフープなどの用具を片手でつかんで ｢力強い動きを高めるための運動｣とは，自己の体重を利用し

際に手でタッチできるよう目印をぶら下げたり 持ち上げたり，回したり，降ろしたりすること。 たり，人や物などの抵抗に対してそれを動かしたりすることに

するなど，場や用具を準備するなどの配慮をす ○ 用具を転がす，くぐる，運ぶなどの動きで構成される運動 よって，力強い動きを高めることをねらいとして行う運動であ

る。 ・ ボールをねらったところに真っ直ぐ転がすこと。 る。

・ 一定の速さでのかけ足が苦手な児童には，継 ・ フープを安定して転がし，回転しているフープの中をくぐり抜けた ［例示］

続できる速さを助言したり，音楽に合わせるよ り，片足を入れてステップを踏んだりすること。 ○ 人や物の重さなどを用いた運動
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うにしたり，友達とかけ声を合わせながら走っ ・ ボールを両膝や両足首に挟んだり，友達と体で挟んだりして，落と ・ いろいろな姿勢での腕立て伏臥腕屈伸をすること。

たりするなどの配慮をする。 さないように運ぶこと。 ・ 二人組，三人組で互いに持ち上げる，運ぶなどの運動をす

○ 用具を投げる，捕る，振るなどの動きで構成される運動 ・ 相手に ること。

(ｳ) 用具を操作する運動遊び 向かってボールや輪を投げたり，投げられたボールや輪を手や足で捕 ・ 押し，寄りを用いてすもうをすること。

用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，転がす， ったりすること。 ・ 全身に力を込めて登り棒に捕まったり，肋木や雲梯にぶら

くぐる，運ぶ，投げる，捕る，跳ぶ，用具に乗 ・ 紙で作った棒やタオルなど，操作しやすい用具を振ったり，投げた 下がったりすること。

るなどの動きで構成される運動遊びを通して， りすること。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

用具を操作する動きを身に付けることができる ○ 用具を跳ぶなどの動きで構成される運動 ・ 人を持ち上げる，運ぶなどの動きが苦手な児童には，負担

ようにする。 ・ 短なわでの前や後ろの連続片足跳びや交差跳びなどをすること。 の少ない役割を果たすことから始め，徐々に力強い動きに挑戦

［例示］ ・ 長なわでの連続回旋跳びをすること。 できるようにするなどの 配慮をする。

○ 用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，転がす ○ 用具に乗るなどの動きで構成される運動 ・ 押し，寄りを用いてすもうをすることが苦手な児童には，

などの動きで構成される運動 遊び ・ 補助を受けながら竹馬や一輪車に乗ること。 膝を曲げて腰を低くして構えることや，足裏全体を使って進む

・ 大きさや重さの異なるボールを両手でつかん ・ 座ったり弾んだりできる大きなボールに乗って，軽く弾んだり転が ことなどの基本的な動きを意識したり，体格が同じ程度の相手

で，持ち上げたり，回したり，下ろしたりする ったりすること。 と繰り返して行い，安心して活動ができるようにしたりするな

こと。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 どの配慮をする。

・ フープを手首や腰を軸にして回したり，倒れ ・ 用具をつかむ，転がす，投げるなどが苦手な児童には，用具の大き ・ 全身に力を込めて登り棒に捕まったり，肋木や雲梯にぶら

ないように転がしたりすること。 さや重さ，長さ，柔らかさなどを変えて動きを易しくするなどの配慮 下がったりすることが苦手な児童には，わずかずつでもできた

・ ペアで向かい合ったり，的を決めたりして， をする。 ことを取り上げて称賛したり，足が届く程度の高さで繰り返し

ボールやフープを真っ直ぐ 転がすこと。 ・ 用具を捕ることが苦手な児童には，転がったり，バウンドしたりし 行うようにしたりするなどの配慮をする。

○ 用具をくぐるなどの動きで構成される運動遊 たボールを捕るなど，易しい行い方にするなどの配慮をする。

び ・ 用具を跳ぶ動きが苦手な児童には，踵を上げて跳ぶことや手首の使 (ｴ) 動きを持続する能力を高めるための運動

・ 長なわでの大波・小波をしたり，回っている い方がつかめるよう，用具を持たずにその場で跳んだり，弾みやすい ｢動きを持続する能力を高めるための運動｣とは，一つの運動

なわをくぐり抜けたりすること。 場所で行ったりするなどの配慮をする。 又は複数の運動を組み合わせて一定の時間続けて行ったり，一

○ 用具を運ぶなどの動きで構成される運動遊び ・ 用具に乗るなどの動きが苦手な児童には，二人組や三人組で体を支 定の回数を反復して行ったりすることによって，動きを持続す

・ 友達と背中などでボールをはさんで，いろい えて補助をし合ったり，器具等につかまりながら進んだりするなどの る能力を高めることをねらいとして行う運動である。

ろな方向に運ぶこと。 配慮をする。 ［例示］

○ 用具を投げる，捕るなどの動きで構成される ○ 時間やコースを決めて行う全身運動

運動遊び (ｴ) 力試しの運動 ・ 短なわ，長なわを使っての跳躍やエアロビクスなどの全身

・ ボールや棒など大きさや種類の異なる用具を 人や物を押す，引く，運ぶ，支える，ぶら下がるなどの動きや，力比 運動を続けること。

片手や両手で投げたり，捕ったりすること。 べをするなどの動きで構成される運動の行い方を知り，力を出し切っ ・ 無理のない速さで５～６分程度の持久走をすること。

○ 用具を跳ぶなどの動きで構成される運動遊び たり力の入れ方を加減したりする動きができるようにする。 ・ 一定のコースに置かれた固定施設，器械・器具，変化のあ

・ 短なわを揺らしたり，回旋したりしながら前 ［例示］ る地形などを越えながらかけ足で移動するなどの運動を続ける

や後ろの連続両足跳びをすること。 ○ 人を押す，引く動きや力比べをするなどの動きで構成される運動 こと。

○ 用具に乗るなどの動きで構成される運動遊び ・ 押し合いずもうで，重心を低くして相手を押したり，相手から押さ ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

・ 足場の低い易しい竹馬などに乗り，歩くこと。れないように踏ん張ったりすること。 ・ 短なわや長なわを使って跳び続けることが苦手な児童には，

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ 重心を低くして相手を引っ張ること。 自分が得意な跳び方で行い，自分に合ったペースで一定時間連

・ 回す，転がすなど用具を操作することが苦手 ・ 人数を変えて綱引きをすること。 続したり，中断しながらでも延べ回数を増やしたりするなどの

な児童には，ボールやフープなど用具の大きさ，○ 人を運ぶ，支えるなどの動きで構成される運動 配慮をする。

柔らかさ，重さを変えて操作しやすくするなど ・ 友達をおんぶし，力の入れ方を加減しながら安定して運ぶこと。 ・ 一定の時間続けて走ることが苦手な児童には，自己のペー

の配慮をする。 ・ 手押し車などにより，両腕で体重を支えながら移動したり，相手の スで無理のない速さで走り，段階的に課題を設定するよう助言

・ 用具を投げる，捕るなどの動きが苦手な児童 様子を見ながら支えたりすること。 をしたり，息をしっかり吐くことや，腕をリズムよく振ること

には，新聞紙を丸めた球や新聞紙で作った棒， ○ 物にぶら下がるなどの動きで構成される運動 ができやすくなるよう個別に言葉がけをしたりするなどの配慮
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スポンジのボールなど，恐怖心を感じにくい用 ・ 登り棒や肋木をしっかりと握り，数を数えながら一定の時間ぶら下 をする。

具を用いたり，紙鉄砲を用いた遊びを取り入れ がったり，ぶら下がりながら友達とじゃんけんをしたりすること。 ・ 一定の動きを繰り返しながら続けて行うことが苦手な児童

たりするなどの配慮をする。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 には，リズムに合わせて動くことができるようＢＧＭを利用し

・ なわを跳んだり，くぐったりすることが苦手 ・ 人を押す，引く動きが苦手な児童には，膝を曲げて腰を低くした構 たり，ペアやグループで一緒に動いたりすることができるよう

な児童には，跳び越す位置や動き方を示したり，えで，安定した姿勢で行えるようにするなどの配慮をする。 にするなどの配慮をする。

かけ声によってタイミングを合わせることがで ・ 人を運ぶ，支える動きが苦手な児童には，補助を受けながらゆっく

きるようにしたりするなどの配慮をする。 り動いたり，手のひらでしっかりと地面や床を押し付けたりして行う

ことができるようにするなどの配慮をする。

(ｴ) 力試しの運動遊び

人を押す，引く，運ぶ，支えるなどしたり，力 (ｵ) 基本的な動きを組み合わせる運動

比べをしたりするなどの動きで構成される運動 バランスをとりながら移動する，用具を操作しながら移動するなど二

遊びを通して，力を出しきったり，力を入れた つ以上の動きを同時に行ったり，連続して行ったりする運動を通して，

り緩めたりする力試しの動きを身に付けること 基本的な動きの組み合わせた動きを身に付けることができるようにす

ができるようにする。 る。

［例示］ ［例示］

○ 人を押す，引く動きや力比べをするなどの動 ○ バランスをとりながら移動するなどの動きで構成される運動

きで構成される運動遊び ・ 物を持ったりかついだりして，バランスをとりながら歩いたり走っ

・ すもう遊びで相手を押し出したり，引き合い たりすること。

遊びで引き動かしたりすること。 ○ 用具を操作しながら移動するなどの動きで構成される運動

・ なわを引いたり，緩めたりしながら力の出し ・ 短なわで跳びながら，歩いたり走ったりすること。

入れを調整し，力比べをすること。 ・ フープを回しながら歩いたり走ったり，フープを転がし，転がるフ

○ 人を運ぶ，支えるなどの動きで構成される運 ープの中をくぐり抜けたり，跳び越したりすること。・ ボールを投げ

動遊び 上げ，その場で回ったり移動したりして，投げ上げたボー ルを落とさ

・ 友達をいろいろな方向に引きずったり，おん ないように捕ること。

ぶをしたりすること。 ・ ペアで各々が立てたり回したりしたフープや棒をすばやく相手と場

・ 腕立て伏臥の姿勢から自己の体を支え，手や 所を入れ替わって捕らえること。

足を支点として回ること。 ○ 用具を操作しながらバランスをとるなどの動きで構成される運動

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ 回旋する長なわを跳びながら，ボールを捕ったり投げたり，ついた

・ すもう遊びや力比べが苦手な児童には，力を りすること。

入れたり緩めたりする行い方について助言した ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

り，力を加減するタイミングをつかめるように ・ 物を持ったりかついだりして，バランスをとりながら移動すること

声をかけたりするなどの配慮をする。 ・ 友達 が苦手な児童には，物を持たずに移動，または小さい物を持って移動

を引きずったり，おんぶをしたりする動きが苦 するなどの簡単な動きから始めるようにするなどの配慮をする。・ 回

手な児童には，補助を受けながら行ったり，動 旋する長なわを跳びながらボールを操作することが苦手な児童には，

く距離を短くしたりするなどの配慮をする。 止めた長なわを跳び越しながら操作したり，ボールを持ったまま回旋

・ 体を支える動きが苦手な児童には，肘を曲げ する長なわを跳んだりするなど，基本的な動きの習熟を図りながら組

ずに手の平で地面や床を押したり，目線を地面 み合わせた動きに高めていけるようにするなどの配慮をする。

や床と平行にしたりすることができるよう助言 ・ ボールを投げ上げ，移動して捕ることが苦手な児童には，友達に投

するなどの配慮をする。 げ上げてもらったボールを移動して捕るなど，行い方を変えるなどの

配慮をする。

・ ペアになり，各々が立てたり回したりしたフープや棒をすばやく相

手と場所を入れ替わって捕らえることが苦手な児童には，ペアとの距
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離を調整したり，易しいフープや棒を用いるなどの配慮をする。

(2) (2) 体をほぐしたり多様な動きをつくったりす (2) 自己の課題を見付け，その解決のための活動を工夫するとともに， (2) 自己の体の状態や体力に応じて，運動の行い方を工夫する
思 る遊び方を工夫するとともに，考えたことを友 考えたことを友達に伝えること。 とともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。

考 達に伝えること。

力

， ア 楽しくできる体ほぐしの運動遊びや多様な動 ア 体ほぐしの運動や多様な動きをつくる運動について自己の課題を見 ア 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動について，自己の

判 きをつくる運動遊びを選ぶこと。 付け，その課題を解決するために様々な運動の行い方を工夫したり， 心と体の状態や体力に応じて運動の課題や行い方を選ぶこと。

断 ○ できそうな運動遊びや，友達と一緒に行うと 友達と一緒に工夫したりすること。 ○ 心が弾んだり，仲間との関わり合いが深まったりする運動

力 楽しい運動遊びを選んだり，運動する場や使用 ○ 心地よさを味わえる運動を選んだり，楽しく運動しながら基本的な や，自己やグループで体の動きを高めるための運動の課題を選

， する用具を変えながら，楽しくできる遊び方を 動きを高めるための課題を見付けたりする例 ぶ例

表 選んだりする例 ・ 掲示物等に示された運動の行い方の中から，心も弾み，体の動きが ・ これまでに経験した運動の中から心と体との関係に気付い

現 ・ 友達の感想や気付きを聞いたり，友達の動き 軽快になる運動や，体を動かすと心のつながりを感じる運動の行い方 たり，仲間と関わり合ったりするなどのねらいに応じた活動を

力 を見たりして，できそうな運動遊びや友達と一 を選ぶこと。 選ぶこと。

等 緒に行うと楽しい運動遊びを選ぶこと。 ・ 用具の操作の仕方や行う人数など，より楽しく運動ができ，体の様 ・ 自己の体力の状況を知ったり，体の様々な動きを試したり

・ いろいろな種類の用具の中から操作しやすい 々な動きを身に付けることができる行い方を選ぶこと。 することを通して，体の動きを高めるためにどのような運動に

物を選んだり，楽しく動くことができる場を選 ・ 基本的な動きを高めるために友達の運動の行い方と自己の行い方と 取り組むとよいか，自己の課題を見付けること。

んだりすること。 を比べるなどして，自己の課題を見付けること。 ○ 運動の楽しさや ○ 気付きや関わり合いが深まりやすい運動や，体の動きを高

心地よさを味わったり，様々な基本的な体の動きを身に付けたりする めるために適した運動の行い方を選んだり，工夫したりする例

イ 友達のよい動きを見付けたり，工夫したりし ために行い方を工夫する例 ・ 複数の運動を試して行い，比べてみることを通して，気付

た楽しい遊び方を友達に伝えること。 ・ これまでに行った運動の中から更に行ってみたい運動を選び，人数 きや関わり合いが深まりやすい運動を選ぶこと。

○ 体ほぐしの運動遊びで心や体の変化に気付い や用具などの条件を変え，新たな運動の行い方を選ぶこと。 ・ 体の柔らかさを高めるために，長座姿勢で体の周囲を転が

たことを友達に伝える例 ・ 友達と声を出して動きを合わせるなど，リズムやタイミングを合わ すボールの大きさを変えたり，操作の仕方を変えたりして，自

・ 体を動かすと気持ちがよいことや汗が出るこ せる行い方を選ぶこと。 己に合った運動の行い方を選ぶこと。

となどの気付いたことを言葉で表したり，気持 ・ 友達の行い方の真似をしたりそれを修正したりしながら，自己に適 ・ 短なわ跳びを一定時間続けるために，動きを見合ったり，

ちを表すカードなどを使ったりして友達に伝え した動き方を選ぶこと。 体の状態を確かめたりしながら，自己に合った回数や時間を選

ること。 ぶこと。

○ 多様な動きをつくる運動遊びで友達の動き イ 楽しく運動をしながら心と体の変化に気付いたことや，友達と関わ ・ ＩＣＴ機器を活用して動き方を確認し，どのようなポイン

を見てよい動きを見付けたり，楽しい運動遊び り合ったり，多様な動きを身に付けたりするための運動の行い方につ トを意識して運動を行うと動きが高まるのかを見付け，それを

の行い方を選んだりしたことを友達に伝える例 いて，考えたことや見付けたことを友達に伝えること。 生かした運動を工夫すること。

・ 友達の動きを見て見付けたよい動きや，行っ ○ 運動の楽しさや心地よさを味わい，基本的な動きを身に付けるため

てみて楽しいと感じた運動遊びの行い方を友達 に考えたり，見付けたりしたことを友達に伝える例 イ 体をほぐしたり，体の動きを高めたりするために自己やグ

に伝えること。 ・ これまでの学習で経験した運動の中から選んだ，みんなで行うと楽 ループで考えた運動の行い方を他者に伝えること。

・ 用具を運ぶ運動遊びで，ボールの大きさや種 しくなる運動を友達に紹介すること。 ○ 心や体の変化に気付いたり，みんなで行って楽しいと感じ

類を変えたり，様々な運び方を試したりして選 ・ 基本的な動きを身に付けるための運動のポイントや行い方につい たりした運動を他者に伝える例

んだ行い方を，動作を交えながら友達に伝える て，友達と考え合う際に，自己の気付きを発表したり，大切だと感じ ・ 運動を行うと心と体が軽やかになったことやみんなでリズ

こと。 たことを友達に教えたりすること。 ムに乗って運動をすると楽しさが増したことを学習カードに書

・ 体を動かすと心が軽くなることや体の力を抜くと気持ちがよいこ いたり，振り返りの時間に発表したりすること。

と，運動の仕方によって気持ちが変わることなどの気付きや，行って ○ 体の動きを高めるためにグループで工夫した運動の行い方

みて楽しかったことなどを学習カードに書いたり，口頭で発表したり を他のグループ に紹介する例

すること。 ・ グループで工夫した長なわ跳びをしながらボールを投げた

り捕ったりする運動の行い方を他のグループの仲間に例示して
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見せたり，言葉で伝えたりすること。

・ 活動後の感想を伝える場面で，言葉のかけ方や並び方など

の条件を工夫することで，グループのみんなが楽しく運動が行

えたことを他のグループに説明すること。

(3) (3) 運動遊びに進んで取り組み，きまりを守り (3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく運動をした (3) 運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をし
学 誰とでも仲よ く運動をしたり， 場の安全に気 り，友達の考えを認めたり，場や用具の安全に気を付けたりすること。 たり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具の安全に気を配

び を付けたりすること。 ったりすること。

に

向 ア 体ほぐしの運動遊びや多様な動きをつくる運 ア 体ほぐしの運動や多様な動きをつくる運動に進んで取り組むこと。 ア 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動に積極的に取り組

か 動遊びに進んで取り組むこと。 イ 運動を行う際にきまりを守り，誰とでも仲よく励まし合うこと。 むこと。

う イ 運動遊びをする際に，順番やきまり を守り，ウ 使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にすること。 イ 運動を行う際の約束を守り，仲間と助け合うこと。

力 誰とでも仲よくすること。 エ 友達の考えを認めたり，互いの気持ちを尊重し合ったりしようとす ウ 運動を行う場の設定や用具の片付けなどで，分担された役

， ウ 運動遊びで使用する 用具の準備や片付けを，ること。 割を果たすこと。

人 友達と一緒にすること。 オ 活動の場の危険物を取り除いたり，用具や活動する場の安全を確か エ 運動の行い方について仲間の気付きや考え，取組のよさを

間 エ 危険物が無いか，友達とぶつからない十分な めたりすること。 認めること。

性 間隔があるかなどの場の安全に気を付けること。 オ 運動の場の危険物を取り除くとともに，用具の使い方や周

等 ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 囲の安全に気を配ること。

◎ 運動遊びに意欲的でない児童への配慮の例 ・ 運動の行い方が分からないために意欲的でない児童には，友達の様

・ 体を動かすことを好まない児童には，教室か 子を見ながら，その真似をして体を動かし徐々に運動に加わることが ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例

ら友達と手をつないで体育館や運動場に移動す できるようにするなどの配慮をする。 ・ 仲間との身体接触を嫌がる児童には，バトンやひもなどの

るなど，授業前から友達と関わりながら自然に ・ 友達と関わり合うことが苦手で運動に意欲的でない児童には，意欲 用具を使って触れ合う運動を工夫するなどの配慮をする。・ 仲

運動遊びに加わっていくことができるようにす 的な児童とペアやグループを組み，友達の動きに刺激を受けて一緒に 間とともに活動することに意欲的でない児童には，仲間と一緒

るなどの配慮をする。 様々な運動に挑戦できるようにするなどの配慮をする。 に運動すると楽しさが増すことを体験できるようにしたり，気

・ 友達と関わり合うことに意欲的でない児童に ・ 運動への興味や関心がもてず意欲的でない児童には，体を動かした 持ちも弾んで心の状態が軽やかになることを感じることができ

は，ペアやグループで調子を合わせて動くこと り，みんなで運動をしたりすることのよさを個別に語ったり，易しい るよう言葉がけをしたりするなどの配慮をする。

によって，気持ちも弾んでくることが実感でき 運動の行い方や場の設定，ＢＧＭなど環境の工夫をし，少しでも取り ・ 自己の課題を見付けることに意欲的でない児童には，仲間

る運動遊びを準備したり，意欲が感じられる児 組もうとする行動を称賛したり，励ましたりするなどの配慮をする。 の行い方を見て真似をしながら運動を行ったり，仲間に気付き

童のつぶやきや動きを取り上げて共感したりす を言ってもらったりし，徐々に自己の課題を見付けていくこと

るなどの配慮をする。 ができるようにするなどの配慮をする。

・ 課題の解決の仕方がわからないために運動に意欲的でない

児童には，自己の課題を仲間に伝え，仲間からの助言を受けた

り，同じような課題をもっている仲間の行い方の真似をしたり

することができるよう，ペアやグループの編成の仕方を工夫す

るなどの配慮をする。

・ 達成感をもてないために運動に意欲的でない児童には，運

動の記録をとるようにしたり，わずかな変化を見付けて称賛し

たりしながら，自己の体の動きが高まっていることに気付くこ

とができるようにするなどの配慮をする。


